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平成 29 年度（2017）業績

　

髙尾尊身

【学会主催】

　第 35 回日本ヒト細胞学会学術集会・会長

　平成 29 年 10 月 7 ～ 8 日　種子島・西之表市民会館

【大学院講義】　

　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科修士課程・講義　

　１．「癌と幹細胞の接点」平成 29 年 11 月 16 日

　２．「移植医療の実際・肝臓移植」平成 29 年 12 月 21 日

【発表・演者】

■平成 29 年度　第 3回エリア別会議シンポジウム

　「住み慣れた地域で最期まで生活できる体制を構築するために」

　平成 30 年 1 月 30 日　西之表市民会館

■院内講演会

１．院内医療安全研修会

　　①「医療安全の知識と意識Ⅰ」平成 29 年 8 月 10 日

　　②「医療安全の知識と意識Ⅱ」平成 29 年 11 月 30 日

　　③「医療安全の知識と意識Ⅲ」平成 30 年 2 月 15 日

２．教育講演

　　「看護研究の取り組みについて」平成 30 年 2 月 22 日

【座長】

■招待講演会

１．井上博雅教授（鹿児島大学呼吸器内科）

　　「肺炎について」平成 29 年 4 月 27 日　種子島医療センター

２．吉浦　敬教授（鹿児島大学放射線診断治療学）

　　「最新の MRI で見る機能・病態」平成 29 年 7 月 24 日　種子島医療センター

３．篠崎勝則先生（県立広島病院臨床腫瘍科）

　　消化器がん化学療法セミナー in 種子島

　　「当院におけるチーム医療の取り組みと大腸がん化学療法における最新の話題」

　　平成 29 年 11 月 10 日　ホテルニュー種子島

４．夏越祥次教授（鹿児島大学病院長・消化器・乳腺甲状腺外科）

　　市民公開講座「がんもいろいろ、治療もいろいろ」

　　平成 29 年 12 月 16 日　種子島医療センター

５．武田泰生教授（鹿児島大学薬剤部）

　　「これからの医薬品適正使用について」

　　平成 30 年 2 月 9 日　種子島医療センター

■第 35 回日本ヒト細胞学会学術集会ランチョンセミナー

　陶芸家・西郷隆文「西郷（せご）どんと菊次郎」

　平成 29 年 10 月 8 日　西之表市民会館
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■入職・退職医師講演会

１．平成 29 年 7 月 25 日

　　入職講演：兒玉祐樹先生　退職講演：北園和成先生

２．平成 29 年 8 月 22 日

　　入職講演：岩元二郎先生、井上博貴先生　退職講演：伊集守知先生

３．平成 29 年 9 月 26 日

　　退職講演：音羽　学先生

４．平成 30 年 3 月 19 日

　　入職講演：伊集院俊郎先生、高野　純先生、牧野智礼先生

　　退職講演：兒玉祐樹先生、棈松貴成先生

■研修医発表会

１．第 1回研修医発表会　平成 29 年 7 月 27 日

　　濱田実貴子先生・小徳羅漢先生・上釜浩平先生

２．第 2回研修医発表会　平成 29 年 8 月 23 日・30 日

　　伊藤　和先生・大園千穂先生・里薗弥々先生

３．第 3回研修医発表会　平成 29 年 9 月 27 日

　　沼田恵理先生・稲津真穗人先生・松岡茂樹先生

４．第 4回研修医発表会　平成 29 年 10 月 30 日

　　嶌嵜　薫先生
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医師業績

療法士業績

看護師業績

院内　看護研究発表会　（平成30年2月22日）

氏名 会議名 年月 場所

高山千史 BLSO in 鹿屋 H29.5 鹿児島

田上純真 鹿児島眼科病病連携の会　発表 H29.6 鹿児島

高山千史 日本心臓血管麻酔学会　インストラクター H29.9 栃木

高山千史 BLSO in Kamigoto 2017　インストラクター H29.9 長崎

花園幸一 JDDW 2017 HUKUOKA　日本消化器外科学会　発表 
「離島医療における大腸癌イレウス症例の検討」 H29.1 福岡

田上純真 第 3 回鹿児島県若手眼科手術研究会　座長 H30.2 鹿児島

高山千史 鹿児島県ドクターヘリ運航調整委員会　オブザーバー H30.3 鹿児島

氏名 会議名 年月 場所

園山愛美 平成 29 年度鹿児島県保健看護学会　発表 H30.1 鹿児島

日高亜登夢 平成 29 年度鹿児島県保健看護学会　発表 H30.1 鹿児島

テーマ 部署 発表者

高齢透析患者の看護～高齢透析患者への最適な指導法とは～ 透析室 ◎羽嶋民子　中原美智子
　中脇妙子

ナースコールに対する意識調査と業務改善への取り組み 4 階病棟 ◎西川秋代　宮原和子
　山田こず恵

地域包括ケア病棟のおける入院患者の実態調査～調査結果から見えてくること・円滑
な退院調整の向けて～　 3 階東病棟 ◎日高靖浩　江口貴子

　関　志保　

氏名 会議名 年月 場所

田上　めぐみ（OT） 鹿児島県作業療法士県士会現職者共通研修　発表 H29.8 鹿児島

中原　愼次朗（PT） リハビリテーション・ケア合同研究大会久留米 2017　発表 H29.10 福岡

濱添　信人（OT） リハビリテーション・ケア合同研究大会久留米 2017　発表 H29.10 福岡

大津留麻子（PT） 九州 PTOT 合同学会 2017in 宮崎　発表 H29.11 宮崎

末吉　優紀乃（PT） 理学療法士協会新人教育プログラム症例報告会　発表 H29.12 鹿児島

大津留麻子（PT） 理学療法士協会新人教育プログラム症例報告会　発表 H29.12 鹿児島

石堂　美和（OT） 鹿児島県作業療法士県士会現職者共通研修　発表 H29.12 鹿児島

壽山　博哉（ST） 日本言語聴覚士協会ポイント取得対象症例検討会　発表 H30.2 鹿児島

馬場　優香（ST） 日本言語聴覚士協会ポイント取得対象症例検討会　発表 H30.2 鹿児島

発表者に◎
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院内リハビリテーション発表会　（平成29年12月19日）

研究・研修

発表者 テーマ

◎山口純平（PT）
中原愼次朗（PT）・福島佑（PT）・前田徳亮（PT）・
水上龍之介（PT）・吉田早織（PT）・石堂晃洋（PT）

サルコペニアと判定された高齢入院患者への自主トレーニングの取り
組み

◎田島拓実（PT）
平安山航志（PT）・上妻直人（PT）・大津留麻子（PT）・
酒井宣政（OT）・八嶋真（OT）・松尾勇佑（OT）・
田上めぐみ（OT）・早川亜津子（PT）・髙尾尊身（Dr）・
花園幸一（Dr）

がんのリハビリテーションの現状把握
満足度スケール作成検討

◎宿利佳史（PT）
平安山美咲（PT）・井上大介（PT）・笹川伸一（PT）・
中村舞（OT）・川原理栄子（OT）・猿渡邦彦（Dr 施設長）

排泄機能における ICF ステージングを使用したケアの有無による状
態変化の比較

◎酒井宣政（OT）
濱添信人（OT）・川畑真由子（OT）・立花悟（OT）・
西愛美（OT）・上妻早織（OT）・八嶋真（OT）・
松尾勇佑（OT）・宮﨑一成（OT）・上野瞬（OT）・
田上めぐみ（OT）・貴島知世（OT）・石堂美和（OT）・
大田巧真（OT）・當房紀人（OT）・松本松昱（Dr）・
川平和美（Dr 川平先端ラボ所長）

高齢脳梗塞患者の促通反復療法（川平法）に影響する因子の検討

◎吉武寛朗（PT）
坂口淑子（PT）・田野瀬幸香（PT）・松尾あやの（ST）・
濱添信人（OT）・田上寛容（Dr）

種子島の訪問リハビリテーションにおける利用開始時期の実態調査

◎武石久雄（ST）
荒木潮彦（ST）・八木通博（ST）・馬場優香（ST）・
壽山博哉（ST）・高橋祐子（ST）・和田楓貴（ST）

誤嚥性肺炎予防を目的とした、家族指導における有効性の検証

◎畠本裕一（PT）
中村裕二（PT）・門脇淳一（PT）・大坪正拓（PT）・
大城栄太（PT）・内村寿夫（PT）・末吉優紀乃（PT）・
甲斐瑞生（PT）

島内ロコモ予防に向けて
～当院職員を対象にした意識調査と持続可能な運動方法の検討～

発表者に◎
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研修報告書優秀者・努力賞
表彰年 表彰月 氏名 所属部署 表題

平成 29 年 5 月 平山　靖子 看護部 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修

平成 29 年 5 月 遠藤友加里 看護部 甲状腺エコーセミナー ･ 頚動脈エコーセミナー

平成 29 年 5 月 内村　寿夫 リハビリテーション室 優秀当直者 ( 無断離院企画者を発見し無断離院を未然に防いだ
功績 )

平成 29 年 7 月 遠藤友加里 臨床検査室 鹿児島県医療機関輸血担当者研修会

平成 29 年 ８月 渡邉 里美 栄養管理室 鹿児島セーフティーマネジメント研究会学術集会「摂食嚥下に
おける医療安全」

平成 29 年 ９月 山下 ひとみ 看護部 平成２９年肝疾患診療連携ネットワーク研修

平成 29 年 ９月 安本 由希子 看護部 平成２９年度鹿児島県新人看護職員卒後研修担当者研修会

平成 29 年 10 月 亀田 勇樹 臨床工学室 鹿児島県消化器内視鏡研究会

平成 29 年 11 月 田上 めぐみ リハビリテーション室 鹿児島県作業療法士協会 現職者共通研修

平成 29 年 11 月 安本 由希子 看護部 平成 29 年度第 2 回九州・沖縄ブロック災害派遣医療チーム技
能維持研修

平成 29 年 11 月 榎本　親子 看護部 看護管理者研修　（看護管理者に必要な組織分析の進め方）

平成 29 年 12 月 中目 美由紀 クラーク室 第 16 期医師事務作業補助者コース

平成 29 年 12 月 濱添 信人 リハビリテーション室 リハビリテーションケア合同研究大会（口述発表）

平成 29 年 12 月 中原 愼次朗 リハビリテーション室 リハビリテーションケア合同研究大会（口述発表）

平成 29 年 12 月 岡澤 多真美 看護部 平成 29 年度眼科コメディカル講習会

平成 29 年 12 月 中村 智美 保育所 感染症地域連絡研修会

平成 29 年 12 月 江口　佳奈 中央画像診断室 ＭＲＩアーベント

平成 30 年 １月 大津留 麻子 リハビリテーション室 九州理学療法士・作業療法士合同学会２０１７in 宮崎

平成 30 年 １月 田上 幸二 看護部 第４回鹿児島滅菌供給を考える会（MMS 鹿児島）

平成 30 年 １月 桑原　大輔 中央画像診断室 平成２９年度低線量 CT 肺がん検診研修会

平成 30 年 １月 濱添 信人 リハビリテーション室 霧島リハビリテーションセンター PT・OT 研修

平成 30 年 ２月 荒木 潮彦 リハビリテーション室 育児に不安や困り感のある児の療育相談　保育者支援事業個別
相談

平成 30 年 ２月 関 志穂 看護部 鹿児島県看護職員認知症対応力向上研修

平成 30 年 ２月 田中 加奈 看護部 鹿児島県看護職員認知症対応力向上研修

平成 30 年 ２月 立花　悟 リハビリテーション室 感覚統合学会認定講習会 C（治療）コース　実技コース

平成 30 年 ２月 迫田 かおり 看護部 がんのリハビリテーション研修　QOL の向上を目指して

平成 30 年 ３月 河野和也 臨床検査室 生物化学分析部会研修会

平成 30 年 ３月 江口　佳奈 中央画像診断室 東芝ユーザーズセミナー

平成 30 年 ３月 上妻　直人 リハビリテーション室 ボバースイントロダクトリーモジュールⅡ
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院内研修会・講演会実績
月日 研　修　内　容 講師

4 月 13 日 看護部伝達講習会 
「看護補助者の活用推進」

４階山口さつき ３東園田満治 
３西平山靖子　 ２階射場和枝

4 月 27 日 市中肺炎の診断と治療 鹿児島大学 呼吸器内科　井上博雅教授

4 月 28 日 ピロリ菌について 当院消化器内科医師　牧野智礼先生

5 月 30 日 禁煙のリスクと治療について ファイザー株式会社　清水 様

5 月 31 日 認知症ケア加算について　 西川医事課長・山口看護局長

６月１５日
　　２１日 MRI 検査・安全対策講習会（１回目） 画像診断室　川畑幹成・江口佳奈

6 月 23 日 看護部勉強会
「血圧下がりました。どうしましょう！」 麻酔科 部長　高山 千史

6 月 27 日 かぜ診療 小児科　摺木伸隆

7 月 8 日 市民公開講座 高血圧を治そう！ 鹿児島大学心臓血管・高血圧内科学分野 
大石 充先生

7 月 11 日 看護部勉強会
ストーマ装具選定について アルケア株式会社

7 月 13 日 介護教室 排便排泄ケア （株）リブドゥコーポレーション 伊藤 操先生

7 月 20 日 医療安全研修会
「転倒・転落事故の低減に向けた安全勉強会」 （株）パラマウントベッド 滝澤 充様

7 月 24 日 最新の MRI で見る機能・病態 鹿児島大学 吉浦 敬 教授

7 月 25 日 兒玉祐樹先生紹介講演 
退職講演 「心カテの深イイ話」

内科　兒玉祐樹 
循環器内科　北園和成

7 月 27 日 第１回研修医発表会～研修を終えて～ 濱田実貴子先生・小德羅漢先生・上釜浩平先生

8 月 10 日 医療安全を支える知識と意識 ～２０１７．夏～ 病院長　髙尾尊身

8 月 17 日 異型輸血について 和光純薬 原 様

8 月 22 日 岩元二郎先生・井上博貴先生 紹介講演 
退職講演「種子島の思い出」

小児科　岩元二郎・井上博貴 
内　科　伊集守知

8 月 23 日 第２回研修医発表会～研修を終えて～ 北海道大学　伊藤 和先生

8 月 24 日 看護部伝達講習会「新人看護職員卒後教育担当研修報告」 
　　　　　　　　 「眼科実施研修報告」 ２階病棟 安本由希子　外来　田上俊輔

8 月 27 日 市民公開講座 腰みがき ～腰痛経験者からの提案～ リハビリテーション室　室長 早川亜津子

８月２９日
　　３０日 ＥＳＢＬにおける院内感染対策、ウイルス感染症 ＢＭＬ 下嶋 様

8 月 30 日 第２回研修医発表会～研修を終えて～ 鹿児島大学附属病院 
大園千穂先生・里薗弥々先生

8 月 31 日 メディテーションしてみませんか？ 内科 野田政博

9 月 14 日 緩和ケア委員会
シャボンラッピング研究発表会

２階病棟 ３階西病棟 
３階東病棟 訪問看護

9 月 21 日 高齢者に対する適切な医療提供について 内科 遠迫孝昭

9 月 26 日 退職講演会　１年間の経験 整形外科 音羽学

9 月 27 日 第３階研修医発表会 ～研修を終えて～ 鹿児島大学附属病院 
沼田恵理先生・稲津真穂人先生・松岡茂樹先生
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研究・研修

10 月 5 日 看護部伝達講習会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　嚥下障害のある患者の看護 ３階西病棟 能野明美

10 月 30 日 第４回 研修医発表会 鹿児島大学附属病院　嶌嵜 薫先生

11 月 8 日 命の授業 麻酔科 部長 高山千史

１１月 ( ３回） ＮＰＰＶとＨＦＴについて 臨床工学技士 室長　芝 英樹 
臨床工学技士　下村　和也

11 月 15 日 輸血の基本的なこと、副作用について 日赤センター 新留様

11 月 30 日 医療安全を支える知識と意識 ～２０１７．秋～ 病院長　髙尾尊身

12 月 6 日
～

　　　9 日

看護部勉強会
看護必要度の説明会～例題を使った評価方法　

２階病棟 副師長　射場和枝
３階西病棟 師長　瀬古まゆみ
４階病棟 師長　山口さつき
３階東病棟 師長　榎本親子

12 月 12 日 交通法令講習会 
「年末年始に向けての交通事故防止について」 種子島警察署 交通課長　松下 拓磨 様

12 月 16 日 市民公開講座「がんもいろいろ、治療もいろいろ」 鹿児島大学病院 病院長　夏越 祥次 先生

12 月 26 日 造影剤検査・造影剤について 放射線技師　江口佳奈・井上史央里

1 月 5 日 院外看護研究プレ発表会 ３階西病棟 園山愛美 
２階病棟 日高亜登夢

1 月 19 日 医療ガスの正しい取り扱い方 サツマ酸素工業株式会社　大西 晃 様

2 月 1 日 クロストジウム・ディフィシル菌による 
感染症の概要説明（基礎から感染予防）について 日水製薬株志会社　石川 正義 様

2 月 2 日 看護部伝達講習会
「記録の監査」「　認知症ケアについて」

４階病棟 亀田千夏 
２階病棟 田中加奈 
３階東病棟 関志穂

2 月 9 日 「これからの医薬品適正使用について」 鹿児島大学病院　薬剤部　武田 泰生 教授

2 月 15 日 医療安全研修会
「リハビリテーション室での医療安全の取り組み」 リハビリテーション室　副室長 濱添 信人

2 月 22 日 平成２９年度 第２６回 院内看護研究発表会
透析室 羽嶋民子 
４階病棟 西川秋代 
３階東病棟 日高靖浩

2 月 28 日 「BLS（一時救命処置）研修会」 西之表市消防署　救急救命士

3 月 7 日 「医療安全を支える知識と意識～２０１８．春～」 病院長 髙尾 尊身

3 月 16 日 「麻薬の取り扱いについて」 薬剤部 主任　渡辺 祥馬

3 月 19 日 退職講演会 内　科　兒玉祐樹先生  
小児科　棈松 貴成先生

3 月 19 日 発達障害勉強会（Web カンファ）
医療法人悠志会 
パークサイドこころの発達クリニック  
理事長 原田 剛志 様

3 月 22 日 KYT 講演　「危険予知トレーニング」 テルモ株式会社　神崎 勇二 様

3 月 26 日 退職講演会 「人工関節・種子島での思い出」　　　　　　　　
　　　　　 「種子島で経験した消化管異物症例」

整形外科　高野純 
消化器内科　牧野智礼
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永年勤続表彰者
種子島医療センター　10 名

勤続年数　 氏名 所属部署

30 年 田上　義生 手術室

30 年 宮里　浩一 中央検査室

20 年 白尾　隆幸 事務部

20 年 中山　君代 看護部

15 年 鈴木　英恵 看護部

15 年 坂口　健 地域医療連携室

15 年 遠藤　禎幸 中央検査室

15 年 砂坂　正崇 看護部

15 年 羽嶋　民子 看護部

15 年 戸川　英子 看護部

わらび苑　2 名
20 年 塰河　悦子 入所

20 年 森　鳴美　 入所
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編集後記

　今号の年報誌「飛魚」は毎年、頭を悩まされる表紙を決めるべく、第 1 回年報誌「飛
魚」フォトコンテストを実施しました。たくさんの美しい写真をご応募頂きありが
とうございました。しかし、私どもが設定したテーマが漠然としていたため、表紙
として熟考した際にふさわしい写真を決める事ができませんでした。個別の美しい
写真は佳作としてカット画像で使用させて頂きました。私どもにとって、これはチャ
レンジでした。反省点を踏まえ次号以降も実施する事ができればと考えています。
また、様々な当院のチャレンジが少しでもお伝えできるように、当院の雰囲気が少
しでもお伝えできるようにと今号は写真の使用を心がけて編集いたしました。種子
島を、また当院を身近に感じて頂ければ幸いです。
　今号は平成の元号で最後の発刊となります。新たな元号での発刊におきましても、
内外、天地とも平和が達成された世の中が続き、さらに発展した当院の取り組みを
紹介できる年報誌であればと感じています。
　最後になりますが、寄稿、その他においてご協力を頂きました皆様には心より感
謝申し上げます。どうか今後ともご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年８月　年報誌「飛魚」編集委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　酒井　宣政　（リハビリテーション室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　髙尾　尊身　（病院長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽生　守彦　（事務局長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂口　健　　（地域医療連携室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加世田  和博（地域医療連携室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白尾　隆幸　（事務室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山田　恵　（看護部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上妻　保幸　（医事課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉内　剛　　（システム管理室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯田　雄治　（事務室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩崎　光治　（事務室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱添　信人　（リハビリテーション室）
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